
 

 

令和６年度横浜型プロボノ事業業務委託 提案書評価基準 

 
１ 基本的な評価事項 

受託候補者の特定にあたっては、本市にとって最適な事業者を選定するため、公募型プロポーザ

ル方式を採用し、評価点の最も高い提案者を受託候補者とします。 
 

２ 評価点 
提案書の内容及びヒアリングの内容を合わせて評価し、評価点を与えます。 
評価委員１人あたりの評価点の満点は 130 点とします。 

 
３ 評価点の最も高い者が２者以上あるときの対応 

該当者のうち、評価項目１～３の合計点が高い者とします。 
これも同点となったときは、委員長を除く評価委員の投票で多数決により、当該同点者の順位を 

決定します。票数が同数の場合には委員長の判断により決定します。 
 

４ 評価委員会を欠席した評価委員の評価点の取扱い 
評価委員が評価委員会を欠席した場合、その評価委員の評価点は無効とします。 

 
５ 評価方法 
(1) 評価項目１から３（表１参照）について 
ア 各評価項目について、Ａ、Ｂ、Ｃの３段階評価を行います。 
イ 各評価項目における評価点は、以下の通りとします。 

配点 10 点の項目の場合、Ａ＝10 点、Ｂ＝６点、Ｃ＝０点 
配点５点の項目の場合、Ａ＝５点、Ｂ＝３点、Ｃ＝０点 
配点１点の項目の場合、Ａ＝１点、Ｂ＝０点（Ｃ評価はなし） 

 (2) 同種又は類似業務の経験については、その認定範囲を明確にし、要請書に記載すること。 

(3) 各評価項目の評価の視点は表２のとおりとする。 

 

６ 失格事項 

いずれかの評価項目の評価点が０となったもの（項目１、２、及び３のみ）、又は、評価委員の 

持ち点の合計の 60％を基準点とし（評価委員６人がヒアリングに出席した場合の満点は 780点、 

基準点は 468点）、基準点に達しないものとします。 

 なお、いずれかの評価項目の評価点が０とは、評価項目、又は評価の着目点の評価において、評 

価委員のうち３人以上が評価点を０とした場合とします。 
 
７ その他 
  すべての評価項目を絶対評価により採点します。 
 
 
 
 
 

別紙３ 



【表１】 基本的評価事項 

評価項目 
（最高配点） 

評価の着目点 
基準 採点 

配点 評価 評価の換算式 評価点 

（例） 
(1) プロボノ事業について精通している

か。 
10 B 10×３／５ 6 

１ 会社の 
業務実績 

（最高 15 点） 

(1)  同種又は類似業務（プロボノ関連業

務）の実行、あるいは実行支援の実績の内

容（過去 10 年間） 
10    

(2) ウェブシステムやホームページ等の作

成・運用に関する知識や技術を有している

か。 
5    

２ 業務の 
実施体制 

（最高 20 点） 

(1) 本業務管理者における、同種又は類似

業務（プロボノ関連業務）の実行、あるい

は実行支援の実績の内容（過去 10 年間） 
10    

(2) 本業務管理者以外の作業担当者におけ

る、同種又は類似業務（プロボノ関連業務）

の実行、あるいは実行支援の実績の内容（過

去 10 年間） 

10    

３ 業務実施

方針及び 
取組意欲等 

（最高 90 点） 

(1) 国が実施する高齢者に対する保健福祉

施策（介護予防・生活支援サービス事業、

生活支援体制整備事業等）について、十分

理解しているか。また、提案内容にその視

点が反映されているか。 

10    

(2) 横浜型地域包括ケアシステムの構築・

推進における地域活動団体等を支援する意

義について、十分理解しているか。また、

提案内容にその視点が反映されているか。 

10    

(3) システムの運用、年間イベントの実施、

打ち合わせ等も含めた具体的かつ無理のな

いスケジュール設定となっているか。 
10    

(4) オンラインマッチングシステムについ

て、実効性が期待できるものであるか。 10    

(5) オンライン型プロボノの企画、イベン

トや広報のイメージを含め、プロボノ事業

への参加促進が期待できる内容となってい

るか。 

10    

(6) 複数のプロジェクトを同時に進行する

うえで、円滑に進むよう工夫がされている

か。 
10    



(7) 業務実施において、プロボノワーカー

と地域活動団体等に対して、トラブル時の

対応の相談等、フォローの体制は整ってい

るか。 

10    

(8) 業務に対する取組姿勢が適切、かつ意

欲が感じられるか。 10    

(9) 業務実施にあたっての人員体制や担当

者の資料作成能力など業務遂行能力は十分

であるか。 
10    

４ ワークラ 
イフバラン 
スに関する 
取組 

（最高３点） 

(1) 次世代育成支援対策推進法に基づく一

般事業主行動計画を策定し、労働局に届け

出ている。 
 ※ 従業員 101 人未満の場合のみ加算 

1    

(2) 女性の職業生活における活躍の推進に

関する法律に基づく一般事業主行動計画を

策定し、労働局に届け出ている。 
 ※ 従業員 301 人未満の場合のみ加算 

1    

(3) 次の認定のうち、いずれか１つ以上を

取得している。 
 ・次世代育成支援対策推進法による認定   

（くるみんマーク等） 
 ・女性の職業生活における活躍の推進に 

関する法律に基づく認定（えるぼし認 
定等） 

 ・よこはまグッドバランス賞の認定 
 ・青少年の雇用の促進等に関する法律（若 

者雇用促進法）に基づくユースエール 
認定 

1    

５ 障害者雇 
用に関する 
取組 

（最高１点） 

 障害者雇用促進法に基づく法定雇用率

2.3%を達成している（従業員 43.5 人以上）、

又は障害者を１人以上雇用している（従業

員 43.5 人未満）。 

1    

６ 健康経営 
に関する 
取組 

（最高１点） 

健康経営銘柄、健康経営優良法人（大規模

法人、中小規模法人）の取得、又は、横浜

健康経営認証のAAAクラス若しくはAAク

ラスの認証を取得しているか。 

1    

合計（最高 130 点） 130    

 
 
 



 
【表２】 評価の視点 

評価項目 
（最高配点） 

評価の着目点 
評価 基準 

A B C 配点 

（例） 
(1) プロボノ事業について精通している

か。 
優れている 十 分 で

ある 
十分とは

いえない 
10 

１ 会社の 
業務実績 

（最高 15 点） 

(1)  同種又は類似業務（プロボノ関連業

務）の実行、あるいは実行支援の実績の

内容（過去 10 年間） 

高度かつ豊

富な実績が

ある 

A・C に

該 当 し

ない 

実績が 10
件未満 10 

(2) ウェブシステムやホームページ等の

作成・運用に関する知識や技術を有して

いるか。 

優れている 十 分 で

ある 
十分とは

いえない 5 

２ 業務の 
実施体制 

（最高 20 点） 

(1) 本業務管理者における、同種又は類似

業務（プロボノ関連業務）の実行、ある

いは実行支援の実績の内容（過去10年間） 

実績経験が

５年以上 
A・C に

該 当 し

ない 

実績がな

い 10 

(2) 本業務管理者以外の作業担当者にお

ける、同種又は類似業務（プロボノ関連

業務）の実行、あるいは実行支援の実績

の内容（過去 10 年間） 

実績経験が

５年以上 
A・C に

該 当 し

ない 

実績がな

い 
10 

３ 業務実施 
方針及び 
取組意欲等 

（最高 90 点） 

(1) 国が実施する高齢者に対する保健福

祉施策（介護予防・生活支援サービス事

業、生活支援体制整備事業等）について、

十分理解しているか。また、提案内容に

その視点が反映されているか。 

十分な理解

があり、提

案内容に反

映されてい

る 

一 定 程

度 の 理

解 が あ

る 

理解して

いない 
10 

(2) 横浜型地域包括ケアシステムの構

築・推進における 地域活動団体等を支

援する意義について、十分理解している

か。また、提案内容にその視点が反映さ

れているか。 

十分な理解

があり、提

案内容に反

映されてい

る 

一 定 程

度 の 理

解 が あ

る 

理解して

いない 
10 

(3) システムの運用、年間イベントの実

施、打ち合わせ等も含めた具体的かつ無

理のないスケジュール設定となっている

か。 

十分検討さ

れており、

高く評価で

きる 

妥 当 で

ある 
十分検討 
されてい

ない 
10 

(4) オンラインマッチングシステムにつ

いて、実効性が期待できるものであるか。 
優れている 十 分 で

ある 
十分とは

いえない 10 

(5) オンライン型プロボノの企画、イベン

トや広報のイメージを含め、プロボノ事

業への参加促進が期待できる内容となっ

ているか。 

優れている 十 分 で

ある 
十分とは

いえない 
10 

(6) 複数のプロジェクトを同時に進行す

るうえで、円滑に進むよう工夫がされて

いるか。 

優れている 十 分 で

ある 
十分とは

いえない 10 



(7) 業務実施において、プロボノワーカー

と地域活動団体等に対して、トラブル時

の対応の相談等、フォローの体制は整っ

ているか。 

優れている 十 分 で

ある 
十分とは

いえない 
10 

(8) 業務に対する取組姿勢が適切、かつ意

欲が感じられるか。 
非常に意欲

があり、取

組姿勢も適

切である 

意 欲 が

ある 
意欲がな

い 
10 

(9) 業務実施にあたっての人員体制や担

当者の資料作成能力など業務遂行能力は

十分であるか。 

優れている 十 分 で

ある 
十分とは

いえない 10 

４ ワークラ 
イフバラン 
スに関する 
取組 

（最高３点） 

(1) 次世代育成支援対策推進法に基づく

一般事業主行動計画を策定し、労働局に

届け出ている。 
 ※ 従業員 101 人未満の場合のみ加算 

該当してい

る 
該 当 し

て い な

い 

  

1 

(2) 女性の職業生活における活躍の推進

に関する法律に基づく一般事業主行動計

画を策定し、労働局に届け出ている。 
 ※ 従業員 301 人未満の場合のみ加算 

該当してい

る 
該 当 し

て い な

い 

  

1 

(3) 次の認定のうち、いずれか１つ以上を

取得している。 
 ・次世代育成支援対策推進法による認 

定（くるみんマーク等） 
 ・女性の職業生活における活躍の推進 

に関する法律に基づく認定（えるぼ 
し認定等） 

 ・よこはまグッドバランス賞の認定 
 ・青少年の雇用の促進等に関する法律 

（若者雇用促進法）に基づくユース 
エール認定 

認定若しく

は認証を受

けている。 

認 定 若

し く は

認 証 を

受 け て

いない 

  

1 

５ 障害者雇 
用に関する 
取組 

（最高１点） 

 障害者雇用促進法に基づく法定雇用率

2.3%を達成している（従業員 43.5 人以

上）、又は障害者を１人以上雇用している

（従業員 43.5 人未満）。 

該当してい

る 
該 当 し

て い な

い 

  

1 

６ 健康経営 
に関する 
取組 

（最高１点） 

健康経営銘柄、健康経営優良法人（大規

模法人、中小規模法人）の取得、又は、

横浜健康経営認証の AAA クラス若しく

は AA クラスの認証を取得しているか。 

認定若しく

は認証を受

けている 

認 定 若

し く は

認 証 を

受 け て

いない 

  

1 

合計（最高 130 点） 130 

 


	01_【R6・プロボノ】令和６年度横浜型プロボノ事業業務委託 概要
	02_【R6・プロボノ】業務委託スケジュール 
	03_【R6・プロボノ】実施要領（別紙１）
	04_【R6・プロボノ】提案書作成要領（別紙２）
	05_【R6・プロボノ】提案書評価基準（別紙３）
	06_【R6・プロボノ】業務説明資料（別紙４）
	07_【R6・プロボノ】個人情報を記録したシステムにおける端末機によるデータの更新、検索等の操作の記録に関する要綱（R4.3.31）（別紙５）
	08_【R6・プロボノ】個人情報取扱特記事項（別紙６）
	09_【R6・プロボノ】参加意向申出書等（様式１、２）
	10_【R6・プロボノ】提案書等様式（様式５～７）
	11_【R6・プロボノ】各種要領（要領－１～８）



